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研究要旨 

令和 5 年 3 月に策定された第 4 期がん対策推進基本計画（以下「第 4 期計画」という）では、ロジ

ックモデルに基づいて、がん対策を評価することとされている。本研究では、がん対策推進基本計画

の中間評価等において評価指標として活用されてきた、患者体験調査や医療の質指標による評価等の

取組を踏まえつつ、第 4 期計画の策定時に定められた個別目標の評価指標について、患者体験調査等

の患者視点のデータに加えて、レセプトデータやがん登録等から得られるデータ（以下「医療データ」

という）を含めた医療の質の評価に関する検討を行い、第 4期計画の目標値の試行的策定に関する検

討を行った。患者視点のデータに関する検討として、これまでの患者体験調査、小児患者体験調査に

おける課題の整理を行うとともに、第 4期計画の評価に資する医療の質評価について、院内がん登録

や DPCデータを用いた評価指標を立案・策定した。第 4期計画の目標値の試行的な設定に向けて、年

齢調整死亡率の将来推計やがん医療に関する各指標間の関連について分析し、目標値の設定可能性に

ついて検討を行った。今後、患者体験調査をはじめとする患者視点のデータの課題解決、医療の質評

価指標の収集・分析、第 4期計画の目標値の推計手法や指標間の関連性についてさらに詳細に検討す

る必要がある。 
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Ａ．研究目的 
令和 5 年 3 月に策定された第 4 期がん対策推進

基本計画（以下「第 4 期計画」という）では、ロジ

ックモデルに基づいて、がん対策を評価すること

とされている。 

本研究では、がん対策推進基本計画の中間評価等

において評価指標として活用されてきた、患者体

験調査や医療の質指標による評価等の取組を踏ま

えつつ、第 4 期計画の策定時に定められた個別目

標の評価指標について、患者体験調査等の患者視

点のデータに加えて、レセプトデータやがん登録

等から得られるデータ（以下「医療データ」という）

を含めた医療の質の評価に関する検討を行い、第 4

期計画の進捗管理に必要な評価指標の開発や指標

の改善を目的とする。 

 
Ｂ．研究方法 
本研究は、成人患者・小児患者を対象とした患者

体験調査や先行研究の結果を分析し、第 4 期計画

の進捗評価の継続的な体制を発展させることを目

的に、以下の課題に関する検討を行う。 

① 患者視点による評価指標の改善  

これまでの 2回の患者体験調査（成人、小児）

を通じて明らかとなった、病院の参加辞退や回答

率の低下、回答バイアス等の課題解決に向けて、

次回の患者体験調査に向けた方法論の改善、特

に、病院の協力が得やすい体制整備、欠測値の解

釈、調査対象者の拡充を含めて、より妥当性や信

頼性の高い調査フォーマット作成、より高い回答

率を得るための調査法の改善に関する検討を行

う。 

 

② 患者視点のデータと医療データを用いた医療

の質評価方法の開発 

がん対策の進捗評価については患者体験調査に

よる患者視点のデータを取り入れる試みが進んで
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おり、患者視点からの医療の質評価に関する検討

を行う。また、より客観的な指標として、院内が

ん登録、DPCデータなどの医療データからの医療

の質評価を行い、第 4期計画の医療の質評価に資

する、患者視点に基づく評価指標とともに医療デ

ータを用いた評価指標の開発に向けた検討を行

う。 

 

③  第 4期計画の目標値の試行的策定 

がん対策推進基本計画に基づく施策の効果を客

観的に評価するためには、必要に応じて目標値を

設定する場合がある。第 4期計画に策定された指

標の目標値を設定するためのシミュレーションモ

デルの開発に向けて、目標値の設定可能性や各評

価指標間の関連に関する検討を行う。 
 
Ｃ．研究結果 
患者視点による指標評価の改善については、平

成 30 年度実施の第 2 回患者体験調査、令和元年度

実施の小児患者体験調査の結果および調査実施に

おける課題を研究班で共有するととともに、令和 5

年度に実施した第 3 回患者体験調査の進捗状況を

共有し、調査様式等の改善に向けた議論を行った。

患者体験調査については、高齢者における項目無

回答割合の実態を把握し、多選択肢方式での調査

票作成の必要性等について検討を行った。また、質

問紙の在り方、対象者の選定手順、Web 調査を含

めた調査手順に関する検討を行うとともに、セカ

ンドオピニオンの分析について、患者視点のデー

タとレセプトデータ等で得られる医療データとの

差異について検討した。小児患者体験調査につい

ては、前回調査は代諾者回答で実施したが、患児へ

の病状説明の状況等を加味した、本人回答の意義

や実施可能性について検討し、罹患数が少ない小

児がん特有の課題である少数診断施設への調査の

実施等について検討を行った。 

医療の質の評価方法の開発については、都道府

県がん診療連携拠点病院連絡協議会・がん登録部

会において実施されてきた「がん診療均てん化の

ための臨床情報データベース構築と活用に関する

研究」を通じて収集・構築された、院内がん登録情

報とDPCデータのリンケージデータベースを二次

利用して、がん患者とがん診療の捕捉・同定を行う

こととした。診療ガイドラインや診療エビデンス

等を基に推奨される標準治療、標準的な診療過程

等に関して、院内がん登録、DPC データを用いて

評価可能な指標を立案・策定し、指標の算出方法に

ついて検討を進めた。 

 第 4 期計画の目標値の試行的策定については、第

4 期計画の目標値設定の可能性や各評価指標間の

関連について検討した。年齢調整死亡率について、

現在の傾向が継続すると仮定した場合の将来推計

を試行的に行うとともに、がん医療の提供の分野

における各評価指標間の関連を検討した。がん診

療連携拠点病院による現況報告、Quality Indicator

研究、患者体験調査から得られる各評価指標が最

終アウトカムへ与える影響について検討すること

によって、目標値を設定しうると考えられた。 

 

（倫理面への配慮） 

必要に応じて、研究計画書を作成し、国立がん研究

センターの倫理審査委員会で審査・承認の手続き

を経る。 
 
Ｄ．考察 
患者体験調査の課題解決に向けた検討において

は、例として、セカンドオピニオンに関して、患者

報告と医療データによる頻度に乖離があり、調査を

実施する際にはその違いを認識し、調査における留

意点を明らかにするため、今後の詳細な検討が必要

と考えられた。小児患者体験調査については、小児

がん対策の経時的な評価のため、本人回答や少数診

療施設の調査参加等の課題を早急に解決し、次期調

査の準備を進めていくことが必要と考えられた。 

医療データを用いた医療の質評価の指標の開発

を推進することにより、患者の主観的評価に基づ

く評価分析に加えて、より客観的な指標による評

価が可能となり、対策効果の可視化につながるこ

とが期待された。さらに、医療者と患者の両視点か

らの指標の開発をすすめることで、総合的な効果

検証も期待できると考えられた。 

第 4 期計画の目標値の試行的策定については、

年齢調整死亡率の将来推計や各評価指標間の関連

について検討を行った。各分野のアウトプット指

標が改善し、アウトカム指標へ与える影響に関す

る分析を行うことで、より緻密な目標値設定が可

能になる可能性があることから、各指標間の関連

を検討した上で、目標値の設定可能性について検

討することが重要と考えられた。 
 
Ｅ．結論 
患者視点による評価指標の改善に向けた成人患

者・小児患者を対象とした患者体験調査の改善に

関する検討、院内がん登録情報と DPC データの

リンケージデータベース等を活用した医療の質評

価指標の立案・策定、第 4 期計画の指標間の関連

性や目標値設定の可能性に関する検討を行った。

本研究の取組・成果が、がん対策推進基本計画の

進捗評価に活用されることが期待される。 
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Workshop 5: Equity In Cancer Prevention and 

Control. 

 

伊藤ゆり: 誰一人取り残さないがん対策～第 4 期

がん対策推進基本計画におけるロジックモデルの

考え方 と評価指標～. In: 第 64 回日本肺癌学会学

術集会 11/3 2023; 幕張メッセ 国際会議場: 教育

研修委員会企画就労両立支援 セッション[招待口

演]; 2023. 

 

伊藤ゆり: ロジックモデルを活用したがん計画～

その考え方と評価指標～. In: 一般社団法人全国が

ん患者団体連合会 シンポジウム: 5/31 2023; オン

ライン: 口演 2023. 

 

Sakane J, Ota M, Nakaya T, Ito Y: 

Characteristics and survival of breast cancer 

patients in Japanese designated and non-

designated cancer care hospitals. In: ENCR-

IACR 2023 Scientific Conference. Granada ，

Escuela Andaluza de Salud Pública(EASP): 

[Poster]; 2023. 

 

Oka E, Ueda Y, Yagi A, Kakuda M, Kobayashi E, 

Sakakibara A, Ito Y, Kimura T: Trend of 

treatment proportion and outcome for stage IB2 

and IIB cervical cancer in Japan. In: 第 75 回日

本産科婦人科学会学術講演会: 5/13 2023; 東京, 東

京国際フォーラム : 口演"International Session 

Workshop JSOG Congress Encouragement 

Award 受賞"; 2023. 

 

Ito Y, Fukui K, Katanoda K, Sobue T: Area-based 

socioeconomic inequalities in cancer survival 

using the National Cancer Registry (全国がん登

録を用いた地域の社会経済指標によるがん生存率

の格差 ). In: The 82nd Annual Meeting of the 

Japanese Cancer Association(第 82 回日本癌学会
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学術総会): 9/21 2023; 神奈川, パシフィコ横浜: 

English Oral Sessions E24 Epidemiology (1) E-

1020; 2023. 

 

3. 書籍 

 

なし 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況(予定を含む。) 

 

1. 特許取得 

なし 

 

２．実用新案登録 

なし 

 

３．その他 

なし 
 
 


